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１ 

《業 種 別 総 括 》 

                          令和 4年 9月 

〔漁 業〕 

・ 9月の漁獲量は前年を1,059㌧上回り､漁獲金額は前年を8億300万円上回った｡漁獲量では､広尾

地区のイワシ漁が好調で大幅に増加している｡底曳網･定置網･ツブ･イカ･ブリ漁が前年比大幅

に減少している｡漁獲額では､底曳網･定置網･イワシ漁･昆布が大幅に増加している｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ ホッカイドウ競馬の9月20､21､22日の12回3日目まで64日間の累計発売額は､門別競馬場を含む

道内のＡｉｂａ(場外馬券発売所)やインターネット発売で､計384億3,698万円(前年度対比

95.72％､計画比119.70％)となった｡ 

・ 日高振興局は､15日現在の管内農作物生育状況を発表した｡水稲の稈長は78.7㌢で平年より3.8

㌢長く､穂数は496.1本で平年並み､穂長は16.9㌢で平年並み｡牧草(2番草)の草丈は74.6㌢で平

年より4.5㌢短く､生育は4日遅い｡サイレージ用トウモロコシの稈長は286.8㌢で平年並み｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は3億2,500万円で､前年を300万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は15億9,400万円で前年を5億8,900万円上回った｡ 

・ 9月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､9件で､前年を1件上回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ えりも町内で水産加工品製造業を経営するマルデンが令和4年度食品衛生優良店舗(17店舗)に

選ばれ､令和4年度北海道食品衛生大会で道知事賞が贈られた｡同社は､食品加工施設内はもとよ

り､従業員の手袋着用､アルコール消毒など､衛生面での安心･安全な職場づくりが評価された｡ 

〔観光・その他〕 

・ 旧ＪＲ日高線を歩く｢廃線ウォーク旧･日高線を歩く㏌浦河｣が11日､日高幌別駅に集合して行わ

れ､道内外から72人が参加して､日高幌別駅～東町駅間往復約8.4㌔の鉄路を歩いた｡｢浦河鉄路

活用プロジェクト｣が主催｡参加者は道内外の9歳～81歳までの72人｡スタッフは同団体のほか､

町役場､日高信用金庫､べてるの家､浦河高校､浦河商工会議所青年部から計65人が協力した｡ 

〔雇 用〕 

・ 9月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を5億8,900万円上回り､町

発注工事は前年を300万円上回った｡建設業は､業者間格差あるが､手持ち工事確保している企業

も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を1,059㌧上回り､漁獲金額は前年を8億300万円

上回った｡広尾地区のイワシ漁が豊漁で､前年比2,911㌧､3億5,600万円増加している｡秋鮭の価

格は､1㌔当たりの単価が前年の849円から1,048円にはね上がった｡水産加工会社は､地場産の魚

介類の水揚減少で影響が出ている｡飲食業は､コロナ感染の影響は続いているが､シルバーウイ

ークには観光客は少ないが､町内客の来店が多くなり､持ち直しの動きが見られた｡個人消費は､

燃料価格､食料品の値上がりが続き､家計を圧迫する要素が多くなっている｡地域によっては､コ

ロナ感染者の増加や漁業の不振が町内経済に影響している地域もある｡9月からは町や商工会発

行の商品券の利用が始まった町もあり､消費は若干ではあるが拡大している｡商業関係者は､10

月以降も商品券の利用による消費拡大に期待している｡ 



２ 

 

〔沿岸漁業〕サケ､ブリ､カレイ､タコ漁等｡〔沖合い漁業〕ツブ､メヌケ､キンキ､イワシ漁等｡ 

総漁獲量 24,780㌧・総金額 29億9,200万円(前年同月比 1,059㌧増・8億300万円増)｡ 

  

  

 

  

 

 

 

 

  

定置網漁…………… 

底曳網漁…………… 

カレイ漁……………   

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

イカ漁……………… 

タラ･スケソウ漁･… 

 メヌケ漁…………… 

ブリ漁……………･･ 

イワシ漁…………… 

昆 布……………… 

 その他……………… 

  933ｔ ・  675百万円 

1,261ｔ ・ 330百万円 

39ｔ ・  11百万円 

19ｔ ・   14百万円 

66ｔ ・   36百万円 

201ｔ ・  142百万円 

10ｔ ・    4百万円 

8ｔ ・   19百万円 

55ｔ ・   21百万円 

21,628ｔ ・  935百万円  

431ｔ ・  709百万円 

129ｔ ・  96百万円 

(前年同月比   318ｔ減 ・  144百万円増) 

（前年同月比  395ｔ減 ・  182百万円増） 

(前年同月比    12ｔ増 ・    6百万円減) 

(前年同月比   17ｔ減 ・    8百万円減) 

(前年同月比    83ｔ減 ・   68百万円減) 

(前年同月比   119ｔ減 ・  78百万円減) 

(前年同月比     6ｔ減 ・    1百万円増) 

(前年同月比    5ｔ増 ・   16百万円増)   

(前年同月比 1,055ｔ減 ・  141百万円減) 

(前年同月比 2,911ｔ増 ・  356百万円増) 

(前年同月比  268ｔ増 ・  436百万円増) 

(前年同月比  144ｔ減 ・   31百万円減) 

・ 太平洋沿岸の定置網漁で水揚げされた秋サケの初競りが3日､札幌市中央卸売市場で行われた｡ 

赤潮被害に見舞われた昨季からの回復や豊漁への期待感から､最高値は雌の1㌔13,999円と統計

が残る2017年以降で最も高い｢ご祝儀相場｣となった｡初競りは3年ぶりの実施となり､市場に威

勢のいい掛け声が響いた｡2日に水揚げされた日高定置漁業者組合(浦河町)の高級ブランド秋サ

ケ｢銀聖｣を中心に約2.4㌧が入荷された｡秋サケ漁は近年不漁が続き､昨年は太平洋沿岸で深刻

な赤潮被害に見舞われた｡今季は生息環境がわずかながら改善しているとして､道立総合研究機

構さけます･内水面水試(恵庭)は来遊量を前年比1割増と予測している｡ 

・ 9月30日時点の日高管内の秋サケ定置網漁の漁獲状況(速報値)｡管内全体の漁獲量は前年同期比 

7.9％増の412.7㌧だったが､過去5年の同時期の平均より55.4％減少した｡一方､円安による輸入

品の高騰を背景に単価は2割強上がった｡漁獲量を地区別に見ると､日高東部は｢庶野｣が60.3㌧

(前年同期比57.5％減)､襟裳岬以西の｢えりも町｣が34.6㌧(同52.2％増)､｢様似｣が45.5㌧(同

60.4％増)､｢浦河｣が42.0㌧(同97.8％増)､襟裳岬以東の｢えりも町｣が8.8㌧(同54.7％減)だった｡

日高西部は｢静内｣が57.7㌧(同9.8％増)､｢新冠｣46.5㌧(同65.0％増)､｢門別町｣25.8㌧(同

162.0％増)などと続いた｡全11地域中9地域が前年同期を上回ったが､過去5年の平均と比べると

全地域で下回った｡管内の1㌔当たりの単価は1,048円で､前年同期を199円上回った(23％増)｡

この時期の単価が前年を上回るのは4年連続｡道漁連日高支店によると､円安で輸入品が相対的

に高くなり､他国に買い負けて輸入量も減る中､国産の需要が高まっているためとみられる｡ 

 （対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 



３ 

 

〔軽種馬生産業〕 

・ 20日から静内神森の北海道市場で開催のサラブレッド1歳馬競り市｢セプテンバーセール｣は22日､

3日間の日程を終了した｡531頭(牡240頭､牝291頭)が上場し､413頭(牡196頭､牝217頭)が売却され

た｡売却総額は20億9,165万円(税込)､売却率は77.78％で前年に対し5.39％増､セール中の最高額

取引馬は､日高町賀張・宝寄山拓樹牧場生産の｢ウインアイスバーグ2021｣の牡(父ドレフォン)の

2,200万円で､竹園正継氏が落札｡牝馬の最高額は2頭が1,540万円で同額｡日高町清畠・アイズスタ

ッド生産の｢グロッタアズーラ2021｣(父ミッキーロケット)は原村正紀氏が落札｡新ひだか町静内・

矢野牧場生産の｢キュリオスティー2021｣(父モーリス)は日本中央競馬会が落札した｡今季競り市

の販売総額は現在までで152億2,400万円となり､6年連続で100億円を超えた｡10月のオータムセー

ルを残して昨年の年間総額145億3,859万円を超え､過去最高を更新した｡ 

・ 競走馬の愛馬会法人ユニオン･オーナーズ･クラブの1歳募集馬展示会｢PEGASUS2022セレクトツア

ー｣は10日､静内神森の北海道市場で行われた｡管内29の軽種馬生産牧場から､将来活躍が期待され

る41頭が展示され､全国から会員169人が参加して､目当てのサラブレッドに熱い視線を注いだ｡ 

“一口馬主”とも言われ､熱心な競馬愛好者の多数が会員として登録している､同愛馬会法人の競

走用馬ファンドの運用形態は､会員からの匿名組合契約による出資により取得した競走用馬を､

愛馬会法人からクラブ法人のヒダカブリーダーズユニオンに現物出資するもの｡クラブ法人は､

日本中央競馬会や地方競馬全国協会のレースなどで獲得した獲得賞金分配対象額を愛馬会法人に

対して支払い､愛馬会法人は出資口数に応じて算出した出資払戻金と利益分配金を会員に支払う

仕組み｡クラブ所有馬が全国の中央･地方競馬場で懸命に走り馬主を楽しませている｡ 

〔農 業〕 

・ 新ひだか町内でホウレン草を栽培する上島農園が食品ロス削減に力を入れている｡出荷時に捨て

られる根まで丸ごとフリーズドライ加工して粉末にした｢ホウレン草パウダー｣を販売｡根を使っ

た料理のレシピを交流サイト(ＳＮＳ)でも発信している｡ 

〔花き栽培〕 

･ 9月の花き出荷実績は､105万本､金額 14,576万円(前年 91万本､12,370万円)｡ 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､15億 

9,400万円で､前年同月比5億8,900万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和4年9月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 3 2 6 11 33 21 67 121 3 
浦 河 町 3 2 7 12 16 6 25 47 3 
様 似 町 2 1 0 3 10 24 0 34 1 

えりも町 4 3 1 8 28 13 48 89 0 
広 尾 町 1 0 3 4 13 0 21 34 2 

計 13 8 17 38 100 64 161 325 9 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 3億 2,500万円となった(前年同月 3億 2,200万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は5件上回り､金額は300万円上回った｡ 

・ 9月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 9件で､前年同月比 1件の増加とな 

った｡ 



４ 

 

 

〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が380㌧(前年746㌧)で前年比49.1％の減少｡ 

出荷金額は795万円(同1,502万円)で前年比47.1％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材9月の受注は無く､前年比減少が続いている｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産が主体となっている｡本州産では､ニラ､ナス､サツマイモが出荷されている｡果物

は､道内産が主となりリンゴ､ナシ､ブドウが多く出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 全道の高校生が地元食材を使った創作料理を競う｢第10回高校生チャレンジグルメコンテスト｣

で､初出場の静内農業高校が最高賞の道知事賞に輝いた｡地元特産の日高昆布をふんだんに使っ

たまぜご飯をワッフル型に焼いた｢ライスワッフル｣を考案｡受賞作は10月1日に札幌市で行わ

れるＨＴＢまつりで販売｡同じく同コンテストに出場した静内高校もコープさっぽろ賞を受賞

し､来年､道内の店舗で販売される｡ 

・ 優駿日高道！！オールひだか魅力発信協議会と同魅力発信キャンペーン町実行委主催の｢優駿

日高道！！オールひだか魅力いっぱい！観光物産展｣が4日､北海道庁赤れんが庁舎前庭で開か

れ､家族連れなど4,500人の来場者が管内7町の特産品を買い求めたほか､各種体験コーナーも

にぎわった｡ 

〔観光・その他〕 

・ 競走馬の主産地･日高地方を巡る競馬ファン層に変化が起きている｡擬人化された往年の競走 

馬を育成するゲーム｢ウマ娘 プリティーダービー｣を楽しむ若者らが押し寄せ､キャラクター

の基になった引退馬のリアルな姿や戦績に触れ､心を躍らせている｡自治体も観光誘致につな

げようと動き出している｡馬と触れ合える浦河町の施設｢うらかわ優駿ビレッジＡＥＲＵ(アエ

ル)｣｡2005年からＡＥＲＵで余生を送るウイニングチケットは､人間に例えると100歳近い32

歳｡在命中のＧⅠホースでは最年長｡引退から 27 年を経たが､ここ 1 年で以前の数倍のファン

が訪れた｡その原動力となっているのが｢ウマ娘｣｡ウイニングチケットも､インターネット上で

多くのイラストが投稿されるなど人気を博している｡ウマ娘にも登場する三冠馬･ナリタブラ

イアンや有馬記念を2度制したオグリキャップなど20基を超える馬碑がある新冠町の優駿記

念館は､今年7～8月の来場者数が20年の同期比で2～3割増えた｡ 

・ 広尾町と浦河町を結ぶ国道236号｢天馬街道｣(野塚峠)が25日､開通して25年の節目を迎えた｡

日勝峠､狩勝峠と並ぶ道央方面への要所で､物流･観光､地域間交流に一定の機能を担ってきた｡ 

日高山脈の国立公園化や高速ネットワークの広がりを見据え､その役割はさらに重要性を増す

とみられる｡広尾､浦河両町とも今後注視するのが観光への波及｡浦河町は｢日高山脈襟裳国定公

園の国立公園化が進んでおり､天馬街道を活用して観光を促進したい｣と語る｡半面､広尾側は雪

崩に伴う通行止めが多く､観光客などの安定輸送に課題も｡広尾町は｢安全通行ができるよう防

災工事の早期実施を望む｣とする｡一方､道内高速ネットワークの中で天馬街道は､帯広広尾自動

車道と日高自動車道をつなぐ役目も担う｡両自動車道は道東道､道央道に連結するため､延伸の

あかつきには天馬街道経由で道内に巨大な広域環状ルートが形成される｡ 



５ 

 

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､1件(前年同月0件)､負債総額3,000万円(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､3件(前年同月0件)､負債総額6,100万円(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は17件(前年同月13件)､負債総額は7億3,100万円(同13億2,600万円)､倒産件 

 数は前月比3件増加､前年比4件増加した｡            

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は599件(前年同月505件)､負債総額は1,448億7,100万円(同908億6,000万円)｡ 

倒産件数は前月比107件増加､前年比で94件の増加となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 9月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.80倍で､前年比0.23ポイント上昇、前月比0.08ポイント 

上昇した。有効求人数は1,032人で前年比130人増加､前月比で8人の増加となった｡有効求職者 

数は572人で前年比4人減少､前月比で25人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は1.16倍で 

､前年比0.18ポイント上昇､前月比0.04ポイント上昇した｡ 
 

 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 
9／ 3    第57回 札幌２歳ステークス                         （ＧⅢ） 

ド ゥ － ラ 号          (浦河町 グランデファーム 殿生産） 
 

9／ 4   第58回 新 潟 記 念                                (ＧⅢ) 
      カ ラ テ 号              （新冠町 中地 康弘 殿生産） 
 
9／ 4   第42回 小倉２歳ステークス                      （ＧⅢ） 
      ロンドンプラン 号             （日高町 下河辺牧場 殿生産） 
 
9／17   第24回 阪神ジャンプステークス                  （J・ＧⅢ）    

ホッコーメヴィウス 号           （浦河町 高昭牧場 殿生産） 
 
9／18  第40回 ローズステークス                            (ＧⅡ) 

          アートハウス 号                (浦河町 三嶋牧場 殿生産) 
    
 

令和４年度日高沿岸秋サケ定置漁業の漁獲速報 （累計） （９月３０日現在） 

  地  区 旧漁協名 漁場数 
漁獲重量  前年同期        前年比   漁獲金額        前年同期        前年比 
(ｋｇ) (ｋｇ) （％） （千円） （千円） （％） 

え り も 庶   野 5 60,362 141,919 42.5 60,826 126,277 48.2 
以東西部 えりも町 3 8,823 19,494 45.3 9,969 16,410 60.7 

（庶野～襟裳岬） 合 計 8 69,185 161,413 42.9 70,795 142,687 49.6 
  えりも町 9 34,669 22,785 152.2 39,458 19,509 202.3 
  冬   島 3 27,184 12,758 213.1 29,325 10,598 276.7 
  様   似 4 45,577 28,414 160.4 51,513 25,239 204.1 

え り も 浦   河 4 42,036 21,255 197.8 48,277 19,286 250.3 
以西日高 荻   伏 2 35,379 24,793 142.7 38,616 22,068 175.0 

（襟裳岬～門別） 三   石 3 28,587 20,601 138.8 27,419 15,766 173.9 
  静   内 6 57,712 52,547 109.8 56,695 39,570 143.3 
  新   冠 3 46,594 28,236 165.0 46,771 22,775 205.4 
  門 別 町 4 25,860 9,869 262.0 23,552 7,571 311.1 
  合  計 38 343,598 221,258 155.3 361,626 182,382 198.3 

日 高 管 内 合 計 46 412,783 382,671 107.9 432,421 325,069 133.0 
 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 4 年 9月末現在)                  (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,623 -70 -3 2,429 -15 2 

日 高 町 10,996 -173 -39 5,971 12 -15 

新 冠 町 5,206 -74 -12 2,775 11 -4 

新 ひ だ か 町 21,135 -339 -4 11,475 -24 2 

浦 河 町 11,690 -50 -10 6,686 106 -6 

様 似 町 4,023 -69 -10 2,108 -16 1 

え り も 町 4,332 -118 -3 2,075 -36 -3 

日高地区合計 62,005 -893 -81 33,519 38 -23 

広 尾 町 6,258 -136 -21 3,247 -10 -12 

大 樹 町 5,434 -3 -2 2,788 37 1 

日高･十勝地区合計 73,697 -1,032 -104 39,554 65 -34 

札 幌 市 1,961,298 -320 -555 1,096,849 10,087 483 

江 別 市 119,333 -444 -51 59,427 327 -13 

石 狩 市 57,984 -156 16 28,412 127 24 

北 広 島 市 57,483 -367 -47 28,195 118 -5 

恵 庭 市 70,332 179 -23 34,919 454 19 

千 歳 市 97,665 -101 156 51,406 364 100 

石狩地区合計 2,364,095 -1,209 -504 1,299,208 11,477 608 

苫 小 牧 市 168,640 -1,116 -54 90,978 400 8 

厚 真 町 4,413 7 -9 2,150 29 -1 

む か わ 町 7,614 -49 3 4,115 50 10 

胆振地区合計 180,667 -1,158 -60 97,243 479 17 

営業区域合計 2,618,459 -3,399 -668 1,436,005 12,021 591 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和4年9月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 1,032 95,580 130 12,629 8 1,838 

月間有効求職者数 572 82,706 -4 -1,708 -25 -1,275 

月間有効求人倍率 1.80 1.16 0.23 0.18 0.08 0.04 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和4年9月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 9 1 2 

(新ひだか町～広尾町) 令和4/4～令和4/9 累計 47 -13  

                                               (資料出所:各市町村) 

 

 



７ 

 

 

４ 企業倒産状況(令和4年9月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地    区 

苫小牧管内 3 61 3 61 
  

うち新冠町～えりも町 1 30 1 30 
北 海 道 17 731 4 -595   
全   国 599 144,871 94 54,011   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和4年9月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

179,247 1.06 1.00 59,829 1.01 1.01 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                  （単位：枚、百万円、％） 

 4年9月 前年同月比 前 月 比 

交 換 枚 数 165 -1.20 -23.61 

交 換 金 額 430 -9.47 -2.27 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和4年9月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 18.8 133.0 169.8 1.1 92.1 103.9 

広   尾 17.8 116.5 148.0 1.2 44.4 110.0 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和4年9月) 

                                        （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 94,676 -4.2 46,850 5.5 141,526 -1.2 

新ひだか町三石 16,190 -4.5 9,532 -1.7 25,722 -3.5 

浦 河 町 58,594 -4.4 23,506 -3.3 82,100 -4.1 

様 似 町 23,876 -3.2 11,636 -6.3 35,512 -4.2 

え り も 町 23,994 -3.5 9,755 -6.9 33,749 -4.5 

広 尾 町 30,195 -4.4 13,401 -3.0 43,596 -4.0 

(資料出所：各町) 

 



８ 

 

                      日高振興局からのお知らせ 

ひだかにゆかりのある競走馬をモチーフにした 

ウマ娘が等身大パネルとして登場！ 
競走馬の約8割を生産し、数々の名馬を送り出してきたひだかの各地域に 

ウマ娘 プリティーダービーの等身大パネルが登場します。 

 

 
ひだか特産品プレゼントキャンペーンの開催！！ 

ひだか管内にウマ娘等身大パネルが登場することを記念して、抽選でひだか特産品が当たるキャン

ペーンを実施します。 

 

キャンペーン期間：令和4年（2022年）10/11（火）～11/30（水） 

プレゼント当選条件：ウマ娘等身大パネルの設置されている施設に掲示されているQRコードから牧

場見学マナークイズ＆アンケートにご回答された方の中から抽選で100名様に日高特産品をプレゼ

ント。管内を周遊しウマ娘が待っている施設を訪れた数だけ、当選確率が上がります。 

牧場見学のルール＆マナー 

競馬ファン・観光客の皆様にお願い 

牧場への突然の訪問や連絡はマナー違反です。引退名馬の見学を希望する方は必ず「競走馬のふる

さと案内所」まで事前にお問い合わせください。 

問い合わせ先：0146-43-2121(9:00～17:00 土曜・日曜・祝日・年末年始休館) 



 

 
 



 

 
 



 

  



 

  



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


